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�� ⡿ᅜ࣭ⱥᅜࡿࡅ࠾࡟༤ኈㄢ⛬ಟ஢⪅࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ⤖ᯝ 
 
⾲ 4 は⡿ᅜにおける 2008 年の SDR 調査の結果から得られた⡿ᅜにおける༤ኈྕྲྀ得者㸦ே文ⱁ⾡

を㝖く）の分㔝別ேᩘと㞠用者のᑵ業部門である。඲ศ㔝䠄人ᩥⱁ⾡㝖䛟䠅䜢ぢ䛶も、኱学➼の 4 年ไのᩍ

⫱機㛵䛻ᡤ属䛩䜛者 41.4䠂䛻ḟ䛔で、Ẹ間௻業䛻ᡤ属䛩䜛者䛜 32.6䠂䛸๭ྜ䛜高䛔䚹䜎た、䝁ンピ䝳ー䝍・᝟

ሗ⛉学䜔≀⌮⛉学、工学䛻䛚䛔䛶は、Ẹ間௻業䛻ᡤ属䛩䜛者䛜ᑵ業䝉䜽䝍ーの๭ྜの➨ 1 ఩䜢༨䜑䛶䛚䜚、

⡿ᅜ䛻䛚䛔䛶༤ኈㄢ⛬修了者䛜Ẹ間௻業䛻ᑵ⫋䛩䜛䛣䛸䛜୍⯡ⓗ䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛸䛜♧䛥䜜䛶䛔䜛䚹 
 

⾲ 4㸸SDR㸦2008 年調査）分㔝別㸸⡿ᅜの༤ኈྕྲྀ得者のேᩘ・ᑵ業セクターの๭合 

全人数
㞠⏝⪅数
（フル䝍イ䝮・

䝟ート䝍イ䝮）

4ᖺไの
教育ᶵ㛵㻌㻖

Ẹ間௻ᴗ
Ẹ間

非Ⴀ利ᅋయ
㐃㑥ᨻᗓ

ᕞᨻᗓ・ᆅ
᪉ᨻᗓ

自Ⴀᴗ 䛭の௚

全分㔝（人文ⱁ⾡を㝖く） 752㻘000 651㻘200 41.4% 32.6㻑 6.6㻑 6.7㻑 2.9㻑 6.3㻑 3.5%
生物⛉Ꮫ・㎰Ꮫ・環境⛉Ꮫ 188㻘000 164㻘000 47.0㻑 26.3㻑 8.5% 8.7% 2.7㻑 3.4% 3.4%
コン䝢ュー䝍ー・情報⛉Ꮫ 16㻘900 16㻘200 42.6㻑 45.7% 3.7% 3.1% 1.2㻑 2.5㻑 1.9㻑
数Ꮫ・⤫ィᏛ 35㻘700 30㻘000 57.3% 27.0㻑 3.3% 5.0㻑 0.7㻑 3.0㻑 3.3%
物⌮⛉Ꮫ 139㻘100 115㻘300 33.7% 44.0㻑 5.5% 7.5% 2.2㻑 3.6㻑 3.6㻑
心⌮Ꮫ 112㻘300 99㻘200 33.5% 19.9㻑 9.8㻑 5.1% 5.7% 20.3㻑 5.8%
社会⛉Ꮫ 95㻘900 81㻘500 61.5㻑 13.1% 6.3㻑 5.8% 3.3% 4.8% 5.3%
ᕤᏛ 131㻘800 116㻘000 26.2㻑 57.2㻑 3.2㻑 6.1㻑 2.0㻑 4.3% 0.9㻑
ಖ健 32㻘100 28㻘900 54.7% 20.4㻑 9.3㻑 6.6㻑 2.8㻑 3.1% 3.1%

出඾㻦㻌㻌㻿㼡㼞㼢㼑㼥㻌㼛㼒㻌㻰㼛㼏㼠㼛㼞㼍㼠㼑㻌㻾㼑㼏㼕㼜㼕㼑㼚㼠㼟㻦㻌2008㻌（㻺㻿㻲　㻵㼚㼒㼛㻮㼞㼕㼑㼒㻌㻺11㻙308）のබ⾲䝕ー䝍より➹⪅స成

人数䠖人（᥎定値） 㞠⏝⪅（フル䝍イ䝮・䝟ート䝍イ䝮）に༨めるᑵᴗ㒊㛛の割合（᥎定値）

　㻖4ᖺไの教育ᶵ㛵は、大Ꮫ、་⛉大Ꮫ（大Ꮫ௜ᒓ⑓㝔をྵむ）、大Ꮫの௜⨨◊✲ᡤをྵ䜣でいる䚹

༤ኈྕの分㔝

人数・㞠⏝⪅数

・ᑵᴗ㒊㛛

 
 
⾲ 5 は、ⱥᅜにおけるࣇルタイ࣒大学㝔生㸦研究）に関して Early DLHE の調査結果から༞業ᚋ⣙ 6

ࣨ᭶の状ἣを行にとり、Longitudinal DLHE の調査結果から༞業ᚋ⣙ 3 年༙ᚋの状ἣをิにとって⾲

している。༞業ᚋ⣙ 6 ࣨ᭶ᚋの状ἣによって⣙ 3 年༙ᚋの状ἣの๭合が大きく異なっていることが♧さ

れている。 
 

⾲ 5㸸ⱥᅜにおける 2006/07 ༞業のࣇルタイ࣒大学㝔生㸦研究）の༞業ᚋ 2 時Ⅼの状ἣ

フル䝍イ
䝮の௙஦
のみに
ᚑ஦

䝟ート䝍イ
䝮の௙஦
のみに
ᚑ஦

䝪ラテ䜱
䜰・無⤥
の௙஦の
みにᚑ஦

㞠⏝ᙧែ
が୙᫂

ᑵᴗと
ᑵᏛの
୧᪉

ᑵᏛのみ

䜻䝱䝸䜰
䝫ートフ䜷
䝸䜸の
స成

ኻᴗと
᥎定

㞠⏝の
情報୙᫂

䛭の௚ ຍ㔜
䝃ンプル
䝃イ䝈

フル䝍イ䝮の௙஦のみにᚑ஦ ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���
䝟ート䝍イ䝮の௙஦のみにᚑ஦ ����� ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��
䝪ラテ䜱䜰・無⤥の௙஦のみにᚑ஦ � � � � � � � � � � �
ᑵᴗとᑵᏛの୧᪉ ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���
ᑵᏛのみ ����� ���� ���� ���� ���� ����� ���� ���� ���� ���� ��
ኻᴗと᥎定 ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����� ���� ���� ��
㞠⏝の情報୙᫂ ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����� ���� ��
䛭の௚ � � � � � � � � � � �
合ィ ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���

出඾㻦㻌㻌㻸㼛㼚㼓㼕㼠㼡㼐㼕㼚㼍㼘㻌㻌㻰㻸㻴㻱㻌（2006㻛07༞ᴗ生䜈の2010㻛11調ᰝ）のබ⾲䝕ー䝍より➹⪅స成

༞ᴗの⣙3ᖺ༙ᚋの

2010ᖺ11᭶29᪥
の≧ἣ2006/07 ༞ᴗ⪅の

༞ᴗの⣙༙ᖺᚋの≧ἣ

 
 

 ࡚࠼࠿࡟ࡧ⤖ ��
 
日本は学生の༞業ᚋの状ἣᢕᥱによるᩍ⫱ຠ果の定㔞ᢕᥱや༞業者からの意見཰集というⅬに関し

て、ㅖ外ᅜから大きく❧ࡕᚋれている。この状ἣをᡴࡕ◚るために、⡿ᅜ・ⱥᅜの༤ኈ課⛬ಟ஢者の調

査タ計を参考にして༤ኈேᮦデータ࣋ースを新つ構築する。ேᮦ⫱ᡂの状ἣをᢕᥱし、定㔞分析による

ᨻ策Ỵ定の基┙をసりあࡆるためには重要なデータ࣋ースであると考えている。᭷┈な༤ኈேᮦのデー

タ࣋ースの᏶ᡂ、大学࡬のᾐ㏱、全ᅜ展㛤がᐇ現するようࡈຓゝ・ࡈ༠ຊをお㢪いしたい。 
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21 世紀を⏕きる௻業  

- 研究・技術計⏬学会 第 27 ᅇシンポジウムのパࢿル㆟論から -  

 

 
 （ンターࢭ科学技術᣺⯆機構 ♫会技術研究開発（⊃））㔛子⏤ ㇂⃝ۑ

 

 

 
1. はじめに 

 研究・技術計⏬学会 第 27ᅇシンポジウム [1]

ではࠊグローバル化ࠊ経済情ໃのバランスの変化ࠊ

♫会システムࡸ౯್観の変化といったダイࢼミ

ックな変化の୰ࠊḟの᫬代を見ᤣえた௚にඛࢇじ

たྲྀり⤌みにࡘいてパࣜࢿストに以ୗの㡯┠を

⤂௓㡬いた。 

 

グルーバル化ࠊ経済情ໃのバランスの変化の୰で 

41.経Ⴀᡓ␎の変化は㸽 

41-1.どのような機⬟をグローバル化するのかࠊ

ローカルでಖᣢするのか㸽 

41-2.日本でどのような新産業を๰ฟするのか㸽 

42.技術ᡓ␎の変化は㸽 

43.人㈈ᡓ␎の変化は㸽 

44.ྲྀり⤌みの୰で成ຌした事はఱか㸽さらなる

チࣕレンジはఱか㸽  

 

 「経Ⴀᡓ␎」ࠊ「科学技術研究ᡓ␎」ࠊ「人材ᡓ␎」

という観点からࠊパࣜࢿストおよび会ሙを஺え㆟

論した。経Ⴀᡓ␎ではࠊᕷሙࡸไᗘの変化の活用

（౛㸸新⸆๰ฟから新⯆ᕷሙࠊジࣜࢿ࢙ック事業

のᡓ␎的・ᰂ㌾な対࡬グローバル化ࠊ（の㐍ฟ࡬

応（౛㸸国ෆ㔜どࠊ⏬୍的なྲྀり⤌みからビジࢿ

スに対応したグローバルࣔデルでの対応）の⤂௓

があった。技術ᡓ␎ではࠊアカデミアࠊ௻業ࠊベ

ンチࣕーの連ᦠによる࢜ープン・イノベーション

ᚑ᮶型研究開発から技術開発とᕷሙでの実⿦ࠊࡸ

の୍体的推㐍をするᕷሙと研究開発のඹ๰にࡘ

いて⤂௓があった。人材開発ではࠊクロス࣎ーダ

ー人㈈の⫱成・活用（国際ࠊ学際ࠊ産ᐁ学ࠊT型ࠊ

ファシࣜテーション⬟ຊ）の必要性が指摘された。

⤂௓された事౛にࡘいてࠊビジࢿスの≉ᚩࠊ機⬟

㸭ロࢣーション（国ෆで⥅続あるいはグローバル

化）ࠊロࢣーション㛫ࢥミࣗࢣࢽーションの必要

性࢜ࠊープン・イノベーションの᭷↓にࡘいて表

1にまとめた。 

 本論文ではࠊビジࢿスの≉ᚩを⎔ቃの変化・」

㞧性ࠊ♫会のከᵝ性ࠊイノベーションの※Ἠの観

点で見┤しࠊ競争ຊをᙉ化・⥔ᣢするためにఱが

必要なのかにࡘいてパࢿルࢭッションでの㆟論

を᣺り㏉り考ᐹする。 
 

表 � 機⬟のグローバル化とࢥミࣗࢣࢽーションの必要性 

ビジࢿスの≉ᚩ 
機⬟㸭ロࢣーション ロࢣーション㛫ࢥミ

ーションの必ࢣࢽࣗ

要性 

ープン・イノベーション࢜
国ෆ ᾏእ 

ಖ守 ࣜーダーᒙ㸸పいࠊ研究開発 ㈍኎ࠊ⏬ッチ ௻ࢽ   

世界ᶆ‽௙ᵝ�+DD� 最㐺ᆅで開発 ࣜーダーᒙ㸸୰⛬ᗘ   

ᆅ域事業部�ᐙ電� ᇶ本タ計 カスタマイࢬ ඲ᒙ㸸㧗い   

大つᶍシステム 要⣲技術 ࡑの௚の機⬟ ඲ᒙ㸸㧗い   

ಖ守 連ᦠ部分㸸୰⛬ᗘࠊ研究開発 ㈍኎ࠊ⏬SM%� ௻�ッチ・トップࢽ
インバウンド（ᕷሙと産学ᐁ

の連ᦠ） 

新⸆๰ฟ（〇⸆） 最㐺ᆅで開発 連ᦠ部分㸸୰⛬ᗘ
インバウンド（アカデミアࠊ

ベンチࣕーࠊ௻業で連ᦠ）

サービス 

イノベーション 
問題存在現ሙとඹに研究開発 ඲ᒙ㸸㧗い カプルド（研究開発ࠊ㢳ᐈ）

♫会イノベーション 研究開発▱㈈ ♫会実ド ඲ᒙ㸸㧗い カプルド（研究開発ࠊᕷሙ）

 

2.⎔ቃの変化・」㞧性ࠊ♫会のከᵝ性とマࢿジ࣓

ントシステム 

 バートレットࢦࠊジࣕールら[2]はグローバル

⤫合とローカル㐺合のど点からࠊインターࢼショ

トランスࠊルࢼショࢼマルチࠊグローバルࠊルࢼ

ジ࣓ントシステムを示しࢿのマࡘルの4ࢼショࢼ

た。 
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ᅗ � グローバル⤫合³ローカル㐺合フレーム࣡

ーク >�@ 
 

 トランスࢼショࢼル௻業の経Ⴀࣔデルはࠊマル

チࢼショࢼルのᕷሙ࡬の㐺合性ࠊグローバルのຠ

⋡性ࠊインターࢼショࢼルの▱識の移㌿の長所を

ྠ᫬にᣢࡘ⌮᝿型とされる。さらにࠊドーࢬら 

[3] によって世界に拡ᩓしている▱識を㎿㏿に

⋓ᚓ・ඹ᭷・活用する࣓タࢼショࢼル௻業の㆟論

がされている。ࡑれらのマࢿジ࣓ントシステムと

⎔ቃの変化・」㞧性ࠊ♫会のከᵝ性の観点でパࢿ

ルの事౛を整⌮した。 

 ⎔ቃの変化・」㞧性ࡸ♫会のከᵝ性が㧗いビジ

ࢼショࢼれらに対応したマルチࡑࠊス領域ではࢿ

ルࠊトランスࢼショࢼルといった経Ⴀシステムを

必要とする。୍ 方ࠊ㢳ᐈとのインタラクションࠊࡸ

ᕷሙでの♫会実ドから▱識をᚓてイノベーショ

ンを๰発するビジࢿスでは࣓ࠊタࢼショࢼル的な

システムが必要になるとᛮわれる。 

 ⎔ቃࠊ♫会の≉ᚩ➼እ部的要因によってࠊ௻業

のマࢿジ࣓ントシステムはࠊある⛬ᗘ方向付けが

されることが示၀される。またࠊローカル㐺合の

ᗘ合いの変化を見㏨さずࠊグローバルからトラン

スࢼショࢼル࡬のシステム変᭦ࠊࡸさらにຠ⋡を

ࢼルからトランスࢼショࢼるためのマルチࡆୖ

ショࢼル࡬の移行はࠊ㔜要な経Ⴀุ᩿となるとᛮ

われる。 

 ビジࢿスࠊ⎔ቃࠊ♫会の≉ᚩによってỴ定され

るマࢿジ࣓ントシステムによってࠊロࢣーション

㛫ࢥミࣗࢣࢽーションの必要性がỴ定される。ࡑ

れを充㊊する人㈈の⫱成はࠊこれらの変化に対応

するため必㡲である。パࢿルではࠊ日立における

人㈈開発としてࠊ新⯆ᕷሙ࡬の人㈈の㓄置ࠊ現ᆅ

人㈈の活用などの⤌⧊のダイバーシテ࢕化➼

ᵝࠎのྲྀり⤌みが⤂௓された。 

 
表 � ⎔ቃの変化・」㞧性ࠊ♫会のከᵝ性とマࢿジ࣓ントシステム 

 スの≉ᚩࢿープン化 ビジ࢜
⎔ቃの変化・

」㞧性 

♫会（〇ရࠊサ

ービス）のከᵝ

性 

ロࢣーション㛫ࢥミ

ーションの必ࢣࢽࣗ

要性 

マࢿジ࣓ント 

システム 

௻業ෆ 

ルࢼショࢼッチ Ᏻ定・༢⣧ పい ࣜーダーᒙ㸸పい インターࢽ

世界ᶆ‽௙ᵝ�+DD� Ᏻ定・༢⣧ పい ࣜーダーᒙ㸸୰⛬ᗘ グローバル 

ᆅ域事業部�ᐙ電� Ᏻ定・」㞧 㧗い ඲ᒙ㸸㧗い マルチࢼショࢼル 

大つᶍシステム ୙Ᏻ定・」㞧 㧗い ඲ᒙ㸸㧗い トランスࢼショࢼル

ープンイノ࢜

ベーション 

ルࢼショࢼSM%� Ᏻ定・」㞧 పい 連ᦠ部分㸸୰⛬ᗘ インター�ッチ・トップࢽ

新⸆๰ฟ（〇⸆௻業） Ᏻ定・」㞧 పい 連ᦠ部分㸸୰⛬ᗘ グローバル 

サービス 

イノベーション 
୙Ᏻ定・」㞧 㧗い ඲ᒙ㸸㧗い ࣓タࢼショࢼル的 

♫会イノベーション ୙Ᏻ定・」㞧 㧗い ඲ᒙ㸸㧗い ࣓タࢼショࢼル的 

 

3. イノベーションの※Ἠと機⬟の㓄置 

 パࢿルの事౛にࡘいてࠊイノベーションの※Ἠ

とࡑれらの国ෆ・ᾏእの㓄置にࡘいてୗグに整⌮

した。⎔ቃの変化ࡸ♫会のከᵝ性が㧗いビジࢿス

にࡘいてはࠊ௻業ෆにある技術とඹにࠊ㢳ᐈࡸᕷ

ሙの⌮ゎがイノベーションの※Ἠとなりうる。ࡑ

のためࡑࠊれらをうまくྲྀり㎸ࡴような機⬟㓄置

が必要となる。またࠊຠ⋡化を㐍めるためࢥࠊア

ビジࢿスࠊ技術以እのእ部調㐩が୰ᑠ௻業ࡸ新⸆

の領域でጞまっている。研究を対㇟としたインバ

ウンド型の࢜ープンイノベーションが活用され

ている。さらにࠊ㢳ᐈࡸᕷሙの⌮ゎが必㡲である

サービスイノベーションࡸ♫会イノベーション

のሙ合にはࠊ研究者・技術者が現ሙにฟて行くこ

とでࠊ཮方向型の࢜ープンイノベーションが行わ

れている。 

 ௻業の競争ຊの※Ἠである技術はࠊプロࢭスࠊ

౑用౯್ࡸᕷሙの⌮ゎࡑࠊれらの問題ゎỴࡸ新し

い౯್๰造をするシステムࡸไᗘの構⠏➼ࠊ既存

の技術のみではなくᗈがってきている。技術と科

学のඹ๰ [4] だけではなくࠊ技術を┠的を㐩成

するシステム（⤌⧊・行動・論⌮にᇶ࡙くࠊ㠀物

質的なものをྵ[5] （ࡴ とࠊよりᗈくᤊえるこ

とが必要である。研究・技術ຊを㧗めるとともにࠊ
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㢳ᐈࠊビジࢿスパートࢼーࠊᕷሙから学びඹに新

しいシステムを๰造していくᛮ考変ᐜとࡑれを

実施し行動変ᐜを起こしていくためのマࢿジ࣓

ントが問われている。 

 またࡑࠊれら௻業ෆに⵳✚される▱識に加えてࠊ

௻業እにᗈがるࢿット࣡ークが౯್をᣢࠊࡕいか

に௻業ࢥ࢚システムを構⠏していくかが㔜要に

なってきている。♫会システムの革新を┠指す♫

会イノベーション領域ではࠊ௻業༢⊂ではࠊ༑分

にࡑれらの構⠏を行うことが㞴しい。ᐁẸ学の連

ᦠによってࠊ㐍めていくための௙⤌み࡙くりが必

要だとᛮわれる。

 

 

表 � イノベーションの※Ἠと機⬟の㓄置 

 スの≉ᚩࢿープン化 ビジ࢜
イノベーションの※

Ἠ 

機⬟㸭ロࢣーション ࢜ープン・イノベーシ

ョン 国ෆ ᾏእ 

௻業ෆ 

研究開発ࠊ⏬ッチ 〇ရ ௻ࢽ ㈍኎ࠊಖ守   

世界ᶆ‽௙ᵝ�+DD� 大つᶍ⏕産 最㐺ᆅで開発   

ᆅ域事業部�ᐙ電� 〇ရࠊ㢳ᐈ ௻⏬ࠊᇶ本タ計
௻⏬ࠊ開発ࠊ

㈍኎ࠊಖ守 
  

大つᶍシステム 研究開発ࠊᕷሙ（ไᗘ） 要⣲技術 
の௚の機ࡑ

⬟ 
  

ープンイノ࢜

ベーション 

研究開発ࠊ⏬SM%� 研究開発 ௻�ッチ・トップࢽ ㈍኎ࠊಖ守 インバウンド（研究）

新⸆๰ฟ（〇⸆௻業） 研究開発 最㐺ᆅで開発 インバウンド（研究）

サービス 

イノベーション 

研究開発（国際ᶆ‽）ࠊ

㢳ᐈ（ไᗘࠊビジࢿス

ࣔデル） 

問題存在現ሙとඹに研究開発 
カプルド 

（研究開発ࠊ㢳ᐈ）

♫会イノベーション 
研究開発ࠊᕷሙ（ไᗘࠊ

ビジࢿスࣔデル） 
研究開発ࠊ▱㈈ ♫会実ド 

カプルド 

（研究開発ࠊᕷሙ）

 

4. 考ᐹおよび௒ᚋの研究ㄢ題 

 2.においてࠊ⎔ቃの変化・」㞧性ࠊ♫会のከᵝ

性とマࢿジ࣓ントシステムの関係にࡘいて3ࠊ.に

おいてࠊイノベーションの※Ἠと機⬟の㓄置にࡘ

いて㆟論した。マࢿジ࣓ントシステムはࠊビジࢿ

スが対㇟とする⎔ቃ・♫会のከᵝ性に౫存してい

ることが示၀された。୍方ࠊイノベーションの※

Ἠはビジࢿスが♫会とのインタラクションᗘを

深めるにᚑいࠊᚑ᮶の技術以እにࠊไᗘࠊビジࢿ

スࣔデルと技術の࿘りの♫会システムをྵࡴ領

域にᗈがってきておりࡑࠊのための研究開発マࢿ

ジ࣓ントが必要とされる[6]。 

 

 
ᅗ � ♫会・⎔ቃのከᵝ性とイノベーションの※Ἠ 

 

 ♫会・⎔ቃのከᵝ性に㐺応した♫ෆእ⤌⧊のマ

㢳ࠊジ࣓ントシステムを構⠏することに加えてࢿ

ᐈ・ᕷሙとのインタラクションᗘを考៖し研究開

発マࢿジ࣓ントシステムࡸ┠指す技術領域がỴ

定される。 

 

 
ᅗ � ௻業と♫会・⎔ቃの関係性の深まり 

 

 ௻業はࠊ♫会・⎔ቃ࡬プロダクトを提౪するだ

けではなくࡑࠊれらとඹに౯್をࡘくる機⬟とし

て♫会システムの୰に࢚ンベッドされている。ࡑ



― 902―

のため࢜ࠊープンイノベーションをྵめ௻業のෆ

部及びእ部にᗈがる⏕態系をいかに๰るかࡑࠊの

ためのマࢿジ࣓ントシステムの構⠏が㔜要なㄢ

題となる。 

 本論文ではࠊパࢿルの事౛にを用いࠊ♫会・⎔

ቃ・技術の観点でビジࢿスの≉ᚩを考ᐹした。こ

れらの問題領域ではࠊ科学技術政策ࠊ経Ⴀ学ࠊ技

術経Ⴀࠊ産業研究➼βࠊ ࠊの研究が行われておりࠎ

日本の௻業のᑗ᮶に活用できる▱見がಶࠎに提

౪されている。௒ᚋࠊこれらの研究成果が⤫合さ

れࠊከᵝ性に㐺応し活用するためのマࢿジ࣓ント

システムࡑࡸれらの移行ࠊイノベーションの※Ἠ

のᗈがりࡸ㢳ᐈ・ᕷሙとの౯್ඹ๰に対応する研

究開発マࢿジ࣓ントࠊ♫会システムの革新を┠指

す♫会イノベーションのためのᐁẸ学の連ᦠに

よる௙⤌み࡙くりࡑࠊれらをࡘなぐ VC などのフ

ァンデ࢕ングシステム➼の研究が深められるこ

とがᮃまれる。日本の௻業が活ຊをྲྀりᡠしࠊ日

本のᕷሙがより㨩ຊ的になるための㆟論をする

ሙとして学会➼の活用が㐍ࡴことをᕼᮃする。 

 

 
ᅗ � 既存学問領域と⤫合的なㄢ題 

 

 本論文を書くにあたってࠊ研究技術計⏬学会第

27 ᅇシンポジウムのパࣜࢿストの方ࠎの発表ࡸ

シンポジウムでの㆟論をཧ考にさࡏて㡬いた。ま

た௻⏬・実施をされた業ົ࣓ンバーの方ࠎに心か

らᚚ♩を⏦しୖࡆる。 
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